
1 事業名称

2 新規・継続 　　　1年目

3 趣  旨

回数 開始日 ～ 終了日 期間

1回 7月21日(日） ～ 7月25日（木） 4泊5日

5 実施場所

6 募集人数 40

7 共催・協力・後援

8 参加者人数 37

9 参加者類型

10 参加者地域

11 参加者分析

満足 やや満足 やや不満 不満

89% 8% 3% 0%

13 アンケートの主な記述

14 成  果

15 今後の課題

16 担当者メモ

新規

復興食イベント・フード＆アクティブキャンプ
信州高遠サマーアクティブキャンプ

後援：長野県教育委員会　伊那市教育委員会

国立信州高遠青少年自然の家，千代田湖キャンプ場

人

　福島県とゆかりのある長野県において，交流体験や食文化体験，雄大な大自然
を体感する活動を通して心身のリフレッシュを図るとともに，自立心や社会性を
身につけ，これからの生活を考える機会とする。

人

・学校や学年、男女等考慮した班編成を実施したことで、学年や男女関係無くお
互いに助け合い、協力して活動を進める場面が見られた。
・自然の家がある高遠町藤沢地区の農家の方々に協力を得ることができ、農作業
を通した農家の方との触れ合いによる心の交流ができたとともに、実際に自分た
ちで収穫した野菜を調理し食べることで食べ物を大切にする気持ちが芽生えた。

4 期日・期間

12 アンケート満足度

小学4年生15人　　5年生　9人　　6年生　13人

－　　－

福島県いわき市

・参加者40名の応募があり、直前に3名のキャンセルのため37名での実施となっ
た。
・福島県いわき市にて広報を進めたため、参加者は全員いわき市の小学生となっ
た。

・信州の人・食・自然というテーマを日ごとに設け、それぞれのテーマにあった
活動プログラムを実施することが出来たことで、子どもたちが毎日の活動のイ
メージを持ちやすかった。
・テーマソングを設け定期的に歌う場を設けたことで、参加者の一体感を感じる
ことが出来た。

・福島から当施設までのバス移動に片道8時間かかるため、移動のバスの中で子ど
もたちの交流を促進したり、バスの中で疲れがとれるよう配慮する必要がある。
・近隣のキャンプ場での宿泊は、出発日の時間を考慮する必要がある。
・キャンプの日時が大学の試験期間と重なるため、ボランティアの確保が難しい
現状があった。実施日程、少人数スタッフで実施可能なプログラム、参加者数等
の再検討をする必要がある。

・みんなが優しくしてくれた。
・同じ小学校の人や男女関係無く友達ができました。
・野外炊飯が特に楽しかった。



日程・時間 プログラム 備考（講師等）

17：20～17：50 はじめの会

19：30～20：30 出会いのつどい 国立信州高遠青少年自然の家　事業推進係員

9：00～13：00 各農家にて農作業体験 高遠町藤沢地区農家8家庭

14：00～15：30 どろんこ遊び 高遠町藤沢地区農家

19：00～20：00 ナイトハイク 国立信州高遠青少年自然の家　事業推進係員

3日目

9：15～13：00 高遠そば作り
国立信州高遠青少年自然の家
そばうち研修指導員3名

13：00～15：00 千代田湖ハイキング 国立信州高遠青少年自然の家　事業推進係員

15：00～19：00 テント設営，野外炊飯 国立信州高遠青少年自然の家　事業推進係員

9：00～14：00 高遠町ウォークラリー 国立信州高遠青少年自然の家　事業推進係員

15：00～17：00 キャンプファイヤー出し物練習

18：00～21：00 ラストパーティー＆キャンプファイヤー 国立信州高遠青少年自然の家　事業推進係員

8：00～9：00 終わりの会

プログラム展開

－　　－

1日目

2日目

4日目

5日目

「農作業体験」 「どろんこ遊び」

「高遠そば作り」 「高遠町ウォークラリー」

「はじめの会」

「朝のつどい」
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